




















(1)米国とくにシンシナチでは，テレビ・ラジオを使う広報活動が，かなりの成果をあげて

おり，早期発見，早期治療，死亡率の低下を来している(シンシナチ小児病院

DR.W.K.Schubert 談) 

(2)ミシガンでは，テレビのスポット(1 分もの）を作製し広報に使っており，その製作に

は , ミ シ ガ ン 大 学 Biomedical Media Production Unit(Univ.of Michigan Medical 

Center,Office of Educational Resources and Research,畧稱 OER 主任,Stewart L White,

住所,R4440 Kr-esge1 1,Box 56 Ann Arbor,Michigan 48109,LISA.TEL 763-4686)があたっ

ている。 

(3)デトロイトでは,スーパーマーケットのちらしのうちに症状,早期発見法を印刷して広

報をしており，「こんな症状があったら，ドクターのもとに行って，Reye 症候群ではない

でしょうか」と聞きなさいとまで書かれている(図 1)。 

(4)米国全体では，National Reye Syndrome Foundation (Reye 症候群で子どもを失った親

たちが，資金をあつめて財団を運営しているもの)が年数回のジャーナル発行と，年 1回の

研究会および研究への資金援助，PR 活動を行っている。 

大衆へのパンフレットを示す(図 2英文のもの)。すでに日本語訳の求めがあり許可もえて

おり,一部訳出してある（図 3綜合臨床，32：2985～2986，1983）が，多少日本的な改変が

いるようである。 

(5)日本医師会の要望があり,シリーズ「ステトスコープ」に図 4のようなものをのせた。 


